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第三章 設   計 

 
3 . 1 給水装置の設計 
給水装置の設計は、次の事項について考慮し、設計する。 

(1) 申込者が必要とする水量。 

(2) 給水方式の決定 

(3) 水理計算(直結給水でメーター口径 25 ㎜以上及び受水槽方式となる場合) 

 
3 . 1 . 1 設計水量 
設計水量は、器具の種類別吐水量と、その同時使用率を考慮した水量または、業 

態別使用水量等を考慮して算出するものとする。 

(1) 直結式給水 

① 器具の種類別吐水量 

各種の給水栓には、その種類と設置個所に応じて、それぞれ適当な使用水量 

の範囲とこれに対応する口径があり、その吐水量は表 3－1 のとおりである。 

② 同時使用率 

給水栓の種類と口径が決まれば、1栓あたりの使用水量に給水栓の数を乗じ 

たものの和が設計水量になるのであるが、複数の給水栓を有する給水装置では、 

常に全部の給水栓が同時に使用されるわけではないので、｢同時使用率｣を考慮 

した給水栓数を用いるのが一般的であり、その値は表 3－2 のとおりである。 

(2) 受水槽式給水 

業態別の一日あたりの計画最大使用水量はその業態に応じた 1人一日当りの 

平均使用水量は表 3－3 と使用人員との積、または、建築物の単位面積当たり 

の平均使用水量と営業用途に供する床面積の積から求める。 

 

表 3－1 種類別吐水量と対応する給水器具の口径 

用    途 使用水量 
（ℓ／min） 

対応する給水

器具口径（㎜） 備  考 

台所流し 
洗濯流し 
洗面器 
浴槽（和式） 
  （洋式） 
シャワー 
小便器（洗浄水槽：ＦＴ） 
小便器（洗浄弁：ＦＶ） 
 
大便器（洗浄水槽：ＦＴ） 
大便器（洗浄弁：ＦＶ） 
 
手洗器 
散水栓 
散水栓 
洗車 

12 
12 
12 
20 
40 
8 

12 
15 

 
12 
70 

 
12 
20 
40 
50 

 

φ13 
φ13 
φ13 
φ12 
φ20 
φ13 
φ12 
φ12 

 
φ13 
φ25 

 
φ13 
φ13 
φ20 
φ25 

 

 
 
 
 
 
 
 
1 回（4～6 秒）の 
吐出量 2～3ℓ 
 
1 回（8～12 秒）の 
吐出量 3.5～16.5ℓ 

 ※ 湯沸器は、その号数を使用水量とする。 
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表 3－1－1 給水器具の標準使用水量 
給水器具の口径（㎜） φ13 φ20 φ25 
標準使用水量（ℓ／ｍｉｎ） １７ ４０ ６５ 

 
表 3－1－2 給水戸数と同時使用率 
総  戸  数 1～3 4～10 11~20 21~30 31~40 41~60 61~80 81~100 
同時使用率（％） 100 90 80 70 65 60 55 50 

 
 
表 3－2 同時使用率を考慮した給水器具数 

総給水器具数（栓） 同時使用率を考慮

した給水器具数 総給水器具数（栓） 同時使用率を考慮

した給水器具数 
１ １ ２１～３０ ６ 

２～６ ２ ３１～４０ ７ 
７～１０ ３ ４１～５０ ８ 
１１～１５ ４ ５１～６０ ９ 
１６～２０ ５ ６１～７０ １０ 
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表 3－3 業態別用途別標準使用水量 

業   態   別 
計画 1日最大給水量（ℓ／ｄ） 

対  象 水 量 使用時間 

総合病院 

病床 600 12 
医師・看護師 110 12 
外来患者 10 4 

病院 

病床 450 12 
医師・看護師 110 12 
外来患者 10 4 

血液疾患クリニック 

病床 700 12 
医師・看護師 110 12 
外来患者 250 12 

医院 
医師・看護師 110 8 
外来患者 10 4 

戸建住宅 常住者 250 12 
集合住宅Ａ・独身寮 常住者 400 12 

集合住宅Ｂ 
常住者 250 12 
管理人 100 8 

老人福祉施設 

常住者 250 10 
医師・看護師 110 10 
通院者 80 8 

ホテル 
宿泊者 360 10 
従業員 110 10 

寮・下宿 常住者 150 8 
寄宿舎・合宿所 常住者 150 8 
旅館 宿泊者 240 10 
モーテル 客室数 500 10 
官公庁・事務所 常勤職員 100 8 
保育所・幼稚園 

小学校 

中学校 

高等学校・大学・高専 

各種専門学校・予備校 

 

園児定員 40 6 
生徒定員 45 8 
生徒定員 55 6 
生徒定員 45 6 
生徒定員（夜間） 30 4 
教師・職員 110 8 

各種塾・教室 

図書館・付属図書館 

生徒定員 10 8 
延べ利用者 10 5 
職員 110 8 

飲食店 
従業員 50～120 10 
延べ客 60 10 
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表 3－3 業態別用途別標準使用水量 

業   態   別 
計画 1日最大給水量（ℓ／ｄ） 

対  象 水 量 使用時間 

喫茶店・スナック 

キャバレー・バー 

延べ客 60 12 
延べ客 30 6 

ビヤホール 延べ客 20 10 
社員食堂 延べ利用者 25 6 
給食センター 延べ人数 20 8 
結婚式場 延べ客 40 8 
料亭 延べ客 40 4 
店舗 延べ客 3 10 

従業員 100 10 
スーパーマーケット 延べ客 10 10 

従業員 110 10 
美容院・理容店 従業員 110 10 
クリーニング店 従業員 110 8 
市場 延べ客 10 8 

従業員 110 8 
研究所・試験場 従業員 100 8 
工場･作業所･管理人室 従業員 120 8 
公会堂・集会場 延べ利用者 10 8 
劇場・演芸場 延べ客 10 10 
映画館 延べ客 10 12 

競技場･体育館･野球場 
観客 10 5 
選手・従業員 100 5 

スケート場・遊園地 

ボーリング場・ゴルフ練習場 

・クラブハウス 

延べ客 30 10 
プレーヤ 200 10 
従業員 150 10 

プール 延べ利用者 50 10 
パチンコ店 延べ台数 25 8 

従業員 100 8 
囲碁・麻雀クラブ・撞球場 

卓球場・カラオケ・エアロビクス 

延べ客 10 8 
従業員 100 8 

自動車車庫・駐車場 延べ利用者 15 12 
整備員 100 8 

ガソリンスタンド 従業員 100 10 
整備員 120 10 

公衆便所 

駅・バスターミナル 

延べ利用者 15 12 
駅務員 110 10 

寺院 参会者 10 4 
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表 3－3－1 建築用途別給水対象人員算定基準表 

建  築  用  途 
給 水 対 象 人 員 

単位当たり算定人員 算 定 床 面 積 

医  療 

施設関係 

総合病院・病院 

１床当たり１人 
外来者は計画 

外来患者数（定員） 
医院・診療所 

血液疾患クリニック 

住  宅 

施設関係 

戸建住宅 １戸当たり４人又は０．１６人／㎡ 

集合住宅Ａ・独身寮 １戸が１居室の場合（１K・１DK）1.0 人 

集合住宅 B 

       １ＬＤＫ  ２．０人 
２Ｋ・２ＤＫ・２ＬＤＫ  ３．５人 
３Ｋ・３ＤＫ・３ＬＤＫ  ４．０人 
４Ｋ・４ＤＫ・４ＬＤＫ  ４．５人 
５Ｋ・５ＤＫ・５ＬＤＫ  ５．０人 

老人福祉施設 同時に収容し得る人員（定員） 

宿  泊 

施設関係 

寮・下宿・寄宿舎・合宿所 
同時に収容し得る人員（定員） 

食事付きの場合は１食に付き 20ℓを別途加算 

青年の家・ユースホテル・ 
ホテル・旅館・モーテル 同時に収容し得る人員（定員） 

事 務 所 
関  係 

事務室 
１㎡当たり０．１人 

事務室の床面積 
官公庁の外来者は庁舎 
職員数の 0.05～0.1 

行政官公庁等外来者の 
多い事務所 

学  校 
施設関係 

保育所・幼稚園 同時に収容し得る人員（定員） 
小・中学・高校・ 
高専・大学・予備校 
各種専門学校 

同時に収容し得る人員（定員） 
夜間の課程を併用している場合はその定員を

加算 
各種塾・教室 同時に収容し得る人員（定員） 
図書館 同時に収容し得る人員（定員）の１／２ 
大学付属体育館 N＝（20C＋120U）／8×T （T＝0.5～1.0） 

小・中・高校プール 
（プール給水） 
（有効容量㎥×3.3％）＋（有効容量㎥×3.0％）

3.3％は一時用水 3.0％は補給水量 
 営業用プール 利用者（定員）＋補給水（3.0％）＋逆洗水量 
作業・研究

所 関 係 
研究所・試験所 同時に収容し得る人員（定員）実験用水加算 
工場･作業場・管理室 作業人員（作業用水加算） 

娯  楽 

集 会 場 

施設関係 

 

公会堂・集会場 同時に収容し得る人員（定員）の１／２ 

劇･演芸場・映画館 同時に収容し得る人員（定員）の３／４ 

観覧場・競技場・ 

体育館・野球場 
同時に収容し得る人員（定員）の１／２ 

ゴルフ練習場・ドライブイン 

ボーリング場・スケート場 

バッティング場・遊園地 

Ｎ＝（20Ｃ＋120Ｕ）／8×Ｔ （Ｔ＝2.0） 

ゴルフ場クラブハウス 18 ホールまでは 50 人 36 ホールは 100 人 
パチンコ店 １台当たり 25ℓ 

囲碁クラブ・麻雀クラブ １㎡当たり 0.6 人 営業用途に供する部分

の床面積 撞球・卓球場・ダンスホール １㎡当たり 0.6 人 
エアロビクス 同時に収容し得る人員（定員） 

カラオケ 同時に収容し得る人員（定員） 

Ｎ：処理対象人員（人） Ｃ：大便器数（個）Ｕ：小便器数、又は両用便器数（個） 
Ｔ：単位便器当たり 1 日平均使用時間（ｈ） ※（定員）は「定員証明書」による人員 
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表 3－3－1 建築用途別給水対象人員算定基準表 

建  築  用  途 
給 水 対 象 人 員 

単位当たり算定人員 算 定 床 面 積 

飲 食 店 

店舗関係 

飲食店 

算定面積は店舗面積 

回転寿司店・焼肉店・中華料理店 

・レストラン 1㎡当たり１２０ℓ 

日本そば店 1㎡当たり１００ℓ 

小料理店・居酒屋 1㎡当たり７０ℓ 

とんかつ店・天ぷら店・お好み焼店 

・大衆食堂   1㎡当たり５０ℓ 

喫茶店・スナック 1㎡当たり６０ℓ 店舗面積 

キャバレー・バー 1㎡当たり３０ℓ 店舗面積 

ビヤホール 
1㎡当たり２０ℓ 

ビヤガーデン 1/2 
店舗面積 

社員食堂 1㎡当たり２５ℓ 店舗面積 

給食センター 延べ給食数（定員）1食当たり２０ℓ 

結婚式場 延べ利用者（定員）1人当たり４０ℓ 

料亭 延べ客数（定員）1人当たり４０ℓ 

店舗 １㎡当たり３ℓ 店舗面積 

スーパーマーケット １㎡当たり１０ℓ 
店舗面積＋作業室面積 

事務室等は別途計上 

美容室 店舗面積 1㎡当たり５０ℓ 

理容店 店舗面積 1㎡当たり４０ℓ 

コインランドリー 

台数×全自動洗濯機使用水量／台×３回転 

全自動洗濯機使用水量はカタログ等の資料によ

る 

クリーニング店 店舗面積 1㎡当たり３５ℓ 
市場 Ｎ＝（20Ｃ＋120Ｕ）／8×Ｔ 

自 動 車 

関  係 

自動車車庫・駐車場 N＝（20C＋120U）／8×T （T＝0.４～2.0） 

洗車施設 

門型（小型車） 
設置台数×18 台×ℓ／台＋雑用水 

1台当たり水量はカタログによる 

門型（大型車） 
実数 

1台当たり水量はカタログによる 

スプレー式 
設置台数（基）×12ℓ／分×5 分×18
台＋雑用水 

雑用水：屋外水栓数×口径流量（ℓ）×20 分 
口径 13 ㎜：20ℓ  20 ㎜：40ℓ  25 ㎜：80ℓ 

上記に属

さ な い 

施  設 

公衆浴場 同時に収容し得る人員（定員） 

特殊浴場（サウナ等） 同時に収容し得る人員（定員） 

公衆便所・バスターミナル N＝（20C＋120U）／8×T （T＝1.0～10.0） 

駅 男子小用  乗降客×0.06×0.85× 4.5ℓ 
男子大用  乗降客×0.06×0.05×15.0ℓ 
女 子 用  乗降客×0.06×0.05×15.0ℓ 
手 洗 用  乗降客×0.06×1.00× 3.0ℓ 

寺院 １㎡当たり 0.6 人 庫裡は戸建住宅に準じる 

冷却用水 

冷却補給水（クーリングタワー計算例） 

冷房能力（ＲＴ）×13ℓ／分×60 分×時間×0.015（１ＲＴ＝3.320Ｋcal） 

冷房能力（ＵＳＲＴ）×17ℓ／分（13ℓ／分）×60 分×時間×0.01（0.015） 

Ｎ：処理対象人員（人） Ｃ：大便器数（個）Ｕ：小便器数、又は両用便器数（個） 
Ｔ：単位便器当たり 1 日平均使用時間（ｈ） ※（定員）は「定員証明書」による人員 
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3 .1 . 2 設計水圧 
設計水圧は、次の各項によるものとする。 

１）設計水圧は、給水管保護のため減圧している地区があるので水道事業所に確認の 

こと。 

(1) 減圧地区は、基本設計水圧は、0.196 ＭＰａ(2.0 ㎏ f / ㎠)とする。 

(2) 直圧地区は、基本設計水圧は、0.343 ＭＰａ(3.5 ㎏ f / ㎠)とする。 

２）この設計水圧によることが適当でない特殊な場所に給水する場合は、市と事前 

協議を行うこと。 

 

※ １．０㎏ f / ㎠＝０．０９８１３５ ＭＰａ 

 

3 . 2 管口径の決定 
給水管の口径は、配水管の最小動水圧の時においても、その設計水量を十分に給水

し得る大きさを必要とするが、管径が必要以上に過大であると、停滞水などの支障が

生じることになるので、留意する必要がある。 

 
3 . 2 . 1 管口径決定の基準 

給水管の口径は、給水栓の立ち上がり高さに総損失水頭（設計水量に対する管の流

入、流出口における損失水頭、摩擦による損失水頭、メーター管継手類による損失水

頭、その他の湾曲、分岐断面変化による損失水頭等の合計）及び各種器具の所要水頭

を加えたものが、配水管の最低水圧の換算高さ以下となるように求める。 

 
3 . 2 . 2 給水管の摩擦損失水頭 

給水管の摩擦損失水頭の計算は、口径 50 ㎜以下では、｢ウェストン公式｣、 

口径 75 ㎜以上では、｢ヘーゼン・ウィリアム公式｣により行う。 

 

① ｢ウェストン公式｣ 
 

        0.01739－0.1087Ｄ    Ｌ  Ｖ２ 
ｈ＝（0.0126＋          ）×   × 
          √Ｖ        Ｄ  ２ｇ 
 
      πＤ２ 
   Ｑ＝     ×Ｖ 
       ４ 

 
 

② 「ヘーゼン・ウィリアム公式」 
 

       Ｌ×Ｑ4.87  
 ｈ＝10.666× 
        Ｃ1.85 ×Ｄ4.87  
 
 Ｖ＝0.35463×Ｃ×Ｄ0.63×Ｉ0.54 

 
 Ｑ＝0.27853×Ｃ×Ｄ2.63×Ｉ0.54 
 
     πＤ2 
 Ｑ＝       ×Ｖ 
     ４ 

 
 

 ｈ：摩擦損失水頭（ｍ）      ｇ：重力加速度（9.8 m／sec２） 
 Ｖ：平均流速  （ｍ／sec）   Ｑ：流量   （ｍ3／sec） 
 Ｌ：管長    （ｍ）      Ｉ：導水勾配 (0／00) 
 Ｄ：管の実内径 （ｍ）      Ｃ：流速係数 (110 として計算) 
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3 .2 . 3 各種器材等の損失水頭直管換算表（表 3－4） 

各種器材及び接合による損失水頭を、これと同口径の直管の損失水頭に換算し、そ 

の値を管長として表したものである。 

表 3－4 器具類損失水頭の直管換算表 

 

3 . 3 一般的な管口径の決定方法 
給水装置には、大規模のものから小規模のものまで多種多様にわたっているで、こ 

れらについてすべて前述した計算を行うことは煩雑である。従って、次の方法により 

管口径を決定する。 

１）直結式給水 

(1) 一般住宅 

① ２階以下の建築物で、給水栓の最高取付け位置が整地盤から５.５ｍ以内の 

ものに適用する。 

(A) メーター口径 13 ㎜に対する給水栓数は、５個までとする。 

(B) メーター口径 20 ㎜に対する給水栓数は、１５個以内とする。 

(C) 既設の給水装置があり、新たに水洗化に改造する場合は、メーター口径 

13 ㎜に限り２個の追加を認める。（給水栓数最大７個まで） 

(D) 給水栓数は、湯水混合栓の場合は１栓とし、湯、水単独の場合は、そ 

れぞれを数え２栓とする。 

(E) 湯沸器（５号タイプ以下）については、給水栓数に含めない。 

(F) 電機温水器・給水直結食洗器・単独蛇口の浄水器は１栓と数える。 

(G) トイレ内に設置する小型（簡易）の手洗い器用水栓は給水栓数に含めな 

い。 

(H) 接続器具の流入口径は、メーター口径以下とする。 

② 建築物が３階建てで「施行基準」に該当する場合。 

  

種別・口径

（㎜） 
13 20 25 30 40 50 75 100 適  用 

分岐箇所 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0  

仕切弁（スリ

ースバルブ） 
0.12 0.15 0.18 0.24 0.30 0.39 0.63 0.81 JIS B2011 

止 

水 

栓 

甲 0.12 0.15 0.18 0.24 0.30  甲･乙･丙はφ40

まで 乙 0.12 0.15 0.18 0.24 0.30 

丙 0.12 0.15 0.18 0.24 0.30 

メーター 3.0 8.0 12.0 19.0 20.0 20.0 25.0 30.0 
φ40以下接線流 

φ50以上軸流 

逆止弁 3.0 4.0 6.0 11.0 20.0 32.0 5.7 7.6 
φ40以下(リフト) 
φ75以上(スイング) 

JIS B2031 

水抜栓 3.0 4.0 5.0 8.0 11.0 15.0    

玉形弁 
(ボールタップ) 

4.5 6.0 7.5 8.0 11.0 15.0 24.0 37.5 
玉形弁 JIS B2011 
ボールタップ JISB2061 

定水位弁   9.2 11.9 13.9 17.6 26.9 35.1  

チーズ(直流) 0.18 0.24 0.27 0.36 0.45 0.60 0.90 1.20  

チーズ(分流) 0.90 1.20 1.50 1.80 2.10 3.00 4.50 6.30  

エルボ 90° 0.60 0.75 0.90 1.20 1.50 2.10 3.00 4.20  

エルボ 45° 0.36 0.45 0.54 0.72 0.90 1.20 1.80 2.40  

異径 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0  
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２）受水槽式給水 

(1) 流量算出 

受水槽式給水は、業態別１日当たりの計画最大使用水量は、その業態別に応

じた１人１日当たりの平均使用水量「業態別用途別標準使用水量表」（表 3-3）
と使用人員「建築用途別給水対象人員算定表」（表 3-3-1）との積又は建築物の

単位床面積当たりの平均使用水量と営業用途に供する床面積との積から求める。 

 
(2) 動水勾配の算出 
            20-Ｈ-hl 
 動水勾配 I(0/00)＝       ×1,000 
             Ｌ 
  Ｉ：動水勾配            (0/00) 
  Ｈ：配水管から給水までの高さ    (ｍ) 
  Hl：所要水頭            (ｍ) 
      ボールタップ：2.0ｍ 
      定水位弁  ：3.0ｍ 
  Ｌ：配水管から給水管までの 実管長＋器具類の｢直管換算表｣（表 3-4） 
(3) 口径 50 ㎜以下は「ウェストン公式」、口径 75 ㎜以上は、「へーゼン・ 

ウィリアム公式」により流量と動水勾配との交点の直上の口径とする。 

 
3 . 4 設計変更 
次の場合は設計変更の対象とする。 

(1) 被分岐管に変更がある場合。 

口径・所有者（市管・私管）の変更。 

(2) 分水から既設管再使用に変更する場合。 

(3) 既設管再使用から分水に変更する場合。 

(4) 取出し口径を変更する場合。 

(5) 工事用水の追加及び取消を行う場合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


